
                  

　

 

　

～民間企業とのタイアップ事業～

　　　コミュニティＦＭと連携した被災者支援の取組

▼平成23年3月11日に発生した東日本大震災では、本道において、お一人の尊い命が奪われたほ
か、多数の家屋や施設の浸水、船舶・漁業被害など各地で大きな被害が生じました。
　また、私たちの近隣地域である東北地方においては、多数の尊い命が犠牲となり、今もなお多くの
方々の安否が確認されていない状況が続くとともに、福島原子力発電所において重大な事故が発生
するなど、想像を絶するような事態となっています。

▼北海道では、こうした深刻な事態を受け、被災された道内各地域の復旧・復興と道民生活の安全・
安心確保に全力で取り組むとともに、道外被災地への救援物資の提供や職員の派遣、被災された
方々の道内への受け入れなど、できる限りの支援を行っています。

震災からの復興に向けた取組

　北海道と日本コミュニティ放送協会（ＪＣＢＡ）北海道地区協議会が連携して、東日本大震災の被災地
から本道へ避難されている方々の生活上の不安や悩みなどを軽減し、北海道で元気に暮らしていただ
くため、生活支援情報や被災地情報などを提供する提示番組の放送に協働で取り組みます。

事　業　概　要

被災地から道内に避難されている方に対する生活支援

○被災県からの情報をコ
ミュニティ放送局へ提供

○電話インタビューへの
協力

北　海　道

○電話インタビューへ
の協力

被 災 県
（宮城県・福島県・岩手県）

○札幌市内の４放送局の番組
・ＦＭアップル
　「リメンバー・ミュージック」
・三角山放送局
　「ご近所Ｒａｄｉｏ」
・さっぽろ村ラジオ
　「夕暮れ時の幸せいっぱい」
・ラジオカロスサッポロ
　「介護と福祉のふれ愛ステー
ション」

○４局同時（再）放送
　「そら色ステーション」

日本コミュニティ放送協会
北海道地区協議会

　　　コミュニティＦＭラジオ番組
　「東北・北海道　ふるさとネット」

　＜放送開始日＞
　　平成２３年４月２０日（水）

　＜放送内容＞
　　①被災者支援に関する情報
　　②被災地の状況に関する情報
　　③本道へ避難されている方の声

タイアップ事業

稚内、函館など

地域の拡大

民間団体等との

連携


